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加賀市再生プロジェクト検討会の今後の在り方及びタウンミー

ティングとの接続について 

加賀市再生プロジェクト検討会の進捗と今後の方針について 

  加賀市再生プロジェクト検討会の現在の進捗状況を示せ。 

また、当初の説明では 2026 年３月末まで実施するとの説明

であったが、今後の方針について問う。 

 

ボトムアップ型政治について 

今後の方針について 

ボトムアップ型の政治を目指す上で、現在行われているタウ

ンミーティングで集まった声について、今後どのように生かし

ていくつもりであるのか。 

 

ボトムアップ型政治の実現について 

加賀市再生プロジェクト検討会は継続した上で、タウンミー

ティングで集まった声を、有識者の集まる検討会の場で、どの

ように条例等に昇華して市政に反映していくのかを検討する

ことがボトムアップ型の政治の実現に近づくものであると考

えるが、所見を問う。 

 

商品開発促進に向けたシェアキッチンの整備について 

加賀市における各種産業への支援について 

  各分野における商品開発を促進するには、まずは、第一次産

業及び飲食業の発展・活性化が第一条件であると考える。 

  そこで、市において、第一次産業及び飲食業の発展を目的と

して行った主な支援策についての考え方を問う。 

 

シェアキッチンの整備について 

  農産物等の一次産品や、飲食店などでの商品開発からの産品

は、ふるさと納税の返礼品を含め販路の拡大にもつながる。し

かしながら、第一歩からチャレンジしようとするには、設備の

初期投資が大きな負担となる。 

  そこで、市においてシェアキッチンを整備することで、商品

開発に対する意欲ある人材の育成・確保及び商品開発の促進に

つながると思われるが、所見を問う。 
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市管轄組織の人事機能の強化等について 

離職率、採用状況について 

市役所、加賀市医療センターなど、市が管轄する組織の令和

６年度における職員の離職者数と令和７年度における採用者

数の状況について示せ。 

また、少子化の下、採用を確保する困難度は増大していくと

考えるが、離職率、採用状況に関して、現状をどのように捉え

ているか。 

 

人事管理機能の現状と強化について 

人事当局の機能として、労務管理を行うことは重要である

が、採用や教育、配置といったその他の人事機能を果たすこと

についても大切である。 

加賀市において、これらの業務のほか特色ある取組があれば

示せ。 

 

魅力的な組織づくりについて 

市役所や加賀市医療センターは加賀市において大きな雇用

の受け皿でもある。そのため、人材育成を描いた上で戦略的な

人事を行い、働きやすく、魅力的な組織づくりをすることが、

強い行政組織をつくることにつながると考えるが、こうした取

組に対する所見を問う。 

 

農業の今後の計画について 

各地域の農業の現状について 

地域計画では、どの地域も後継者不足が課題として挙げら

れ、結果として耕作放棄地が増えているようであるが、持続的

な農業経営を行っていくための方針について問う。 

 

新規就農について 

地域おこし協力隊でも募集があるように、梨の栽培に関して

はその他の農産物栽培に比べ新規に就農する方が見受けられ

るが、上手くいっている要因は何か。分かる範囲で示せ。 

 

成功事例を基にした今後の展開について 

上手くいっている要因を、米をはじめ、その他の分野に同様

に展開していくには何が必要と考えられるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 


